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岡山県病院薬剤師会学術講演会特別講演
温故知新一高カリウム血症治積の新展開

|シリーズ  日 本におけるHIV感 染症の動向と現状 第3回

HiV感染者の生殖補助医療

HiV感染患者の歯科診療連携

民間クリエックのHiV診療への取り組み
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多職権連携における薬剤師の役書Jそ の①
「蔵の街コミュエティケア研究会(略柿こみけん)の活動を通して」

■はじめに
超高齢社会を迎えた日本において,在 宅医療,在 宅

療養の環境整備を進めることは必要不可欠と思われま

す そ して,そ の推進のためには多職梅がスムーズな連

携を取ることが求められる1択ですが、残念ながら薬刑印F

の取り組みは、まだまだ |・分とは,iえません そ こで今「1

から2回 にわたつて,多 職種連携における薬剤師の役割

について考えてみたいと思います

まず第 1卜1の今Ⅲlは、私の地元栃木片t栃本市で H年

前から活動を行ってきた「成の街コミュニティケア研究

会Jをご紹介したいと思います

また第2い1では,そ の活動から兜えてきた多職隅連携

における薬剤師の役割について,2つ のキーワードを交

えてご紹介したいと思います

■
蔵の街コミュニティケア研究会

20004卜4,1,人 類史 L例を見ない超高齢社会を迎え

る日本では、その準備として介護保険制度が点1設されま

した 当 時「社会的入院Jと呼ばれた,退 院しても自宅に

戻れない忠キの長期入院によって,医 療費が高騰してい

たこともあり,医 療経済的な観点からも,政 策的大転換

を迫られた政府の持肉の策だつたのかもしれません し

かし■時の日本では,在 宅麻養の環境はまだまだ木成熱

で,人 院していた患者が本肖に在宅に戻って大丈大なの

か?大 きな不安を抱えてのスタートでした

不安要素はさまざまありましたが, ・番の不安は病院

株式会社メディカルグリーン代表取締役社長

大澤 光司

内で行われていた医療関係者の連携 (医師,言 護師,

薬剤師、その他のコ・メディカル年)が,在 宅でも院内

同様に連携できるのか?と いう点であったのではないで

しょつか?

同はこの点を鑑み,連 携の要としての新たな専門職

「介護支援専門員(以下ケアマネジャー)」を創設しまし

た しかし,2000年 4'1の段階では,ケ アマネジャーが

どの程度、情報を持ら、医療 介 謹 隔れたのマネージン

グがイiえるのかが不安であった訳です

さて、そんな2000竹i4'1、栃木崎【栃木市に「蔵の街コ

ミュニティケア研究会Jが発足しました 栃 木市では、介

護保険制度創設に先立ち1998年より介護保険制度の準

備が行われていました ・1時の市のⅢl Ⅲlヤは1試 行的

運用の中で、やはり出1述のような「連携Jについての問題

点を感じていました

そこでそのⅢl均者は,ち ょうどその時期に栃木市内に

開栄した、クt進的にイ,t医 療を行っていた医師、さらに

は知人で市内に保険業,3を開米していた葉剤師(私)、そ

の他やはり繋がりのあった保健師,lL公 福祉 士(在宅介

護村1談豊),介 護植れL専円学校講印口、民間介護事業者,

Lttri経常キ(付宅改修取り扱い)の合計7人に声をか

け,絡 勢8名で話し合う機会を設けました そ して,そ の

8材が案まり会談(世話大会)をした結果,地 域の医療

介護 hFllれにの連城のための勉強公として「蔵の街コミュニ

テイケア研究会」が発足することとなりました(写真1)

世話大会では,ま ず,研 究会の設立趣旨と運営方針

を rtし合いました そ して,次 のような趣旨と方針を策定

しました
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設立趣旨

「在宅介護を支えるため,医 師,看 護師,薬 剤師など

の医療関係専門職だけでなくi地 域に串らす全ての人々

の介護力を高め『幸せに生きることの出来る』コミュニティ

の実現を日指すJ

運営方針

① 医療関係キだけでなく,在 宅医療に最も必要なコ

ミュニティの力を高めるため, 広く
一般市民にも

参加してもらう(自由参加)

② 結果を求めず,とにかく続けていこう 継 続はカ

③ 例会後には,懇 親会を行いぅ顔の兄える連携をとろ

う

④ 専門職の枠にとらわれないように「○○先生Jという

呼び方は止め,「○○さん」と呼び含おう

の4つを決めました

実務的には

偶数月の第2月曜日午後7時より世話大会を行い次

回の研究会の内容を決定する

研究会は2ヵ月に 11J奇数月の第2木曜日午後 7時

より1時間程度行う

研究会終 了後には〕毎FHl懇親会を行う(研究

会参加者は出来る限り懇親会に出席)

参加費500円 (講師謝礼,会 場貴,通 信費,

事務費等)

毎年2月の例会は栃木県全体の集まりである

「イF宅ケアネットワークとちざJに参加

といたしました

次に実際の活動について,ご紹介しましょう

当初は,ま ず世話人がそれぞれ自分の専門職

の話をしてみようということでスタートしました

回
こみけん活動スタート

そして,2000年 6月 8日 (木)に記念すべき第1

い1の例会が行われました 第 lHの テーマは「地域で支

える福祉とは何か?Jと題して,世 話人の一人で医師の

大凹さんが,コ ミュニティケアという概念について,参 加

者の皆さんにお話されました そ の後,約 1年間は世話

人が順番に講R市を担■しました

世話人による講演の終了後は,奇 数月の世話大会で

切月のテーマと講師の決定を行っています そ のように

して,2011年 10月現在までに通算66回の例会を行って

います 登 録会員数(l Fulでも研究会に参加した方)は発

足肖初の40名 から順調に仲び,tlH ffでは300名以上

会員の分布は,栃 木市内はもちろん近隣の小山市,結 城

市など他の地域にも広がっています 毎 い1の例会への参

加者は20名から70名 (写真2)懇 親会への参加者は15

名前後となっています(写真3)

さて,そ の後の例会のテーマですが,これは発足時の

「結果を求めず何でも学んでみようJという考え方を反映し

多彩を極め,学 際的な広がりを見せています

それでは例会の内容について,い くつかご紹介しましょ

う

写真 1 世 話人も多職種
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写真3 大 事な大事な懇親会

写真 2 例 会風景

●ワンちゃんも出演!ア ニマルセラピーに適した犬の

選び方

この例会の講Lllは 蹴 に1市さんにお願いし、
・
111は会

場あお、れんばかりの林況でした 「アニマルセラピーをイF

う際には、性格のおとなしい犬を送ぶこと 大 なら何でも

良いという,(にはいかないJ「犬の散歩は、必ずしも行||

行う必要はないJなど色々な気づきを得られました た だ,

例会の il役は、獣に,市さんに 1ヽ行してきた「ワンちゃん」

だったようです

0知 つてみよう〕乗つてみよう,モ ジュール車イス

「tiイスJといえば〕■卜」じと思っていたのですが、こ

の例会には、さまざまなモジュールタイプのⅢイスが持

ち込まれました そ して, 参加l者は実際に色々なタイブの

Fitィスに試乗しました 話 巾1の方の「叫tイスは、障がい

者にとっては,t,さ んの靴と同じです で すから そ の

人にぴったり合つていないと不都合が11はす 逆 にびっ

たり合つていれば移動に関する不綿1合はかなり改洋され

ます 持 さんも、大きすぎる靴では歩き半いでしょうし、

小さすざる靴は肥けないでしょう?Jという|1業が、 今 も

心に残つています

●日から食べるから元気になる,日 腔リハピリショー

「11から物を食べるJこんな】1たり前のことが出来なくな

ると、人にどれだけ不都合が起こるのか?畷 ドに関して

リハビリすることでこんなにも政洋するのか?リ ハビリを

失際にビデオで兄ながら学びました li控 リハビリ以外

にも 人 れ歯が合わないために、 L千 く食べられない〕

f舌せないというif齢イが、びつたり合う人れ歯に入れ常

えた瞬い1から活き活きとf舌し始め、数ヵ)J後には鬼遊える

ほど元気になった映像には、驚く他ありませんでした

0キ リスト者による生と死の受容

高齢者のみならず,人 い1にとって「死Jは 誰 にでも訪

れることですが, 元生tに辿ごす|1常生活では余りま識し

ていないのが首ltlでしょう し かし,高 締者にとっては,

より身近なことかもしれません さ らにイE宅療差される方

の中には、がんの終木期の方もいらっしゃいますので,

このテーマを取りliげました し かし実際には、このテー

マには興味がおいのか?残 念ながら参加イは少なめで

した

0栃 本市長と語る,明 日の蔵の街コミュニティケア

地元41」本市の市長を講mlとして迎え、栃本市の街づく

りと蔵の街コミュニティケア研究会への期待について,

お話をいただきました ・1時の市長は、福祉の充実をマ

ニフェストに掲げていらつしゃることもあり、栃木 Iの将
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栄像と医療・介護 福祉に関する考え方について熱く語つ

ていただきました ま たその中で,コ ミュニティケアとい

う考え方への共感と,活 動方針へのアドバイスもいただ

きました

栃本市"長 の肝いりで「栃本市福祉トータルサポート

センター」が,2005年 に開設されました こ の施設は,

それまでの縦割り作i政の弊害として,人 の一生という時

間の中で次々とⅢⅢI課が変わつてしまうという課題を解決

するため作られました 例 えば、身体に障がいを持つて

生まれてきた子供の場合,18歳 までは,こ竜福祉法,18

歳を越えると身体障害者福祉法,65歳 を過ぎるとを人橋

祉法とⅢl■課が変わつてしまい、親はそれぞれの法律に

合わせて窓Hを Hり 、その都度1障 がいの程度等につ

いてHじ 話を何,1もする必要がありました そ の他にも、

学校に入ると学校敦甫法,40歳 を越えて介護を受けると

介護保険法など、かなり複雑です し かし,こ の新しい

施設では,受 付は
ハ聞所で済みますし,情 報も共ri化さ

れるため、説明は1い1で済みます 行 政側が相談脅に合

わせて,そ れぞれのⅢl■青が対応するという形を取つた

訳です し かし,こ れを実現することは,文
r字
通り「吉う

は易くイiうは難し」で、現場の行政マンの持労はNllrな々ら

ぬものがありました こ のときの例会では、開設から1年

経過したのを期に,Ⅲ!■者から立ち11げ準備から立ちli

げ後の状況等を報告してもらいました

E口活動を通して感じたこと
さて、そんな活動を通して実感したことは、ゃはり在t

療震をサポートするためには専門職の幅広い連携が必須

であることです そ して、その連携とは形だけのものでは

なく,「何でも相談できる」「気軽に相談できるJ「いつでも

相談できるJというような,心 の通つたものである必要が

あるでしょう そ のような連携を構築するには、話を聞く

だけでなく, ‐緒に杯を酌み交わすというような場面も重

要ではないかと考えます つ まり「コミュニケーションは飲

みニケーション」つていう訳です 私 自身も活動前は介

護に関することを聞かれても1正 直言つて良くわからない

ことがあり囚つた経験がありましたが,こ の会の活動を続

けてきた現在は「介護のことは良くわからないこともあるけ

ど,誰 に関けば良いかは良くわかっているJという状態に

なれました こ れは,ま さに多職種連携というやつで,

餅屋は餅庭に任せろつていう訳ですね

団
今後の活動について

このように、さまざまな活動をそFつてきた蔵の街コミュ

ニティケア研究会ですが,今 後も1 ち初の志を忘れず

に、今まで以 上に活動を充実させていきたいと考えてい

ます

回
おわりに

以 11、今卜1は「こみけん」の活動についてご紹介しまし

た 次 卜1は,こ の活動を通して、さまざまな他職種の管

さんとお話しするうちに児えてきた「多職種連携における

業剤師の役割jについて,2つ のキーワードを使ってご紹

介したいと思います       ′

連絡先

蔵の街コミュニティクア研究会 事務局 担当:齋藤浩重

〒3280053 栃 木県栃木市片柳町】635

TEL:OP82‐ 25‐2429

1AXi C28タ ー25‐2428

ヒーma li kuranornachi@cc9 neip
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